
一般財団法人片山哲記念財団  収  支  計  算  書
（令和2年4月1日～令和3年3月31日）

（単位：円）

科         目 予算額 決算額 差異 備考
Ⅰ  収入の部
    １ 持続化給付金

持続化給付金収入 0 720,000 -720,000
    2  会費入会金収入

会費収入 720,000 240,000 480,000
    3 事業収入

出版物販売収入 10,000 0 10,000
    4 寄付金収入

寄付金収入 300,000 0 300,000
    5 雑収入

受取利息等 1,000 348 652
      当期収入合計（A) 1,031,000 960,348 70,652
      前期繰越収支差額 -337,328 -315,403 -21,925
      収入合計(B) 693,672 644,945 48,727
Ⅱ 支出の部
    1 事業費

研究費 200,000 99,000 101,000
調査費 10,000 19,800 -9,800
記念事業準備及び行事費 300,000 117,700 182,300
会議費 10,000 0 10,000
印刷費 10,000 0 10,000
通信費 10,000 12,060 -2,060
交通費 20,000 30,000 -10,000
人件費 20,000 0 20,000
事務用消耗品費 10,000 2,700 7,300
事務用備品費 10,000 0 10,000
雑費 10,000 30,000 -20,000
小計 610,000 311,260 298,740

   2 管理費
租税公課 140,000 142,000 -2,000
火災保険 7,000 2,750 4,250
水道光熱費 120,000 101,589 18,411
事務所管理費 285,000 160,200 124,800
会議費 0 0 0
印刷費 0 0 0
通信費 0 0 0
交通費 0 0 0
人件費 0 0 0
事務用消耗品費 10,000 0 10,000
雑費 10,000 1,760 8,240
小計 572,000 408,299 163,701

   3 特定預金支出
 減価償却引当預金支出 157,000 156,452 548
     当期支出合計(C) 1,339,000 876,011 462,989
     当期収支差額(A)-(C) -308,000 84,337 -392,337
     次期繰越収支差額(B)-(C) -645,328 -231,066 -414,262



             財 産 目 録

       （令和3年3月31日）

（単位：円）

科         目 金      額

Ⅰ  資産の部

    １ 流動資産

現金・預金

       現金 0

   普通預金 378,200

   流動資産計 378,200

    ２ 固定資産

      （１） 基本財産

 土地  10．64㎡  台東区柳橋２－１－９ 5,000,000

 建物  51.50㎡  台東区柳橋２－１－９ 2,528,874

 減価償却引当預金 中央三井信託銀行本店 1,471,126

定期預金 中央三井信託銀行本店 1,500,000

   基本財産計 10,500,000

       その他固定資産

 減価償却引当預金 中央三井信託銀行本店 0

 建物付属設備  建具一式 115,000

   その他固定資産計 115,000

   固定資産計 10,615,000

   資産合計 10,993,200

 II  負債の部 0

 III 正味財産の部

        正味財産 10,993,200



   正 味 財 産 増 減 計 算 書

（令和2年4月1日～令和3年3月31日）

（単位：円）

科         目 金      額

Ⅰ  増加の部

    １ 資産増加額

減価償却引当預金増加額 156,452

当期収支差額 84,337

    ２ 負債減少額 0

増加額合計 240,789

 II  減少の部

    １ 資産減少額

当期収支差額 0

建物減価償却額 156,452

減価償却引当預金減少額 0

    ２ 負債増加額 0

減少額合計 156,452

       当期正味財産増加額 84,337

       前期繰越正味財産額 10,908,863

       期末正味財産合計額 10,993,200



       計算書類に対する注記

１．重要な会計方針

   （１）固定資産の減価償却の方法

    定額法

   （２）資金の範囲

資金の範囲には、流動資産の現金・預金及び金銭信託,投資信託、

有価証券を含めている。

尚、前期末及び当期末残高は下記３に記載する通りである。

2．基本財産の増減及びその残高は次の通り。
    (単位：円）

        科       目 前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高

5,000,000 5,000,000

2,685,326 0 156,452 2,528,874

1,314,674 156,452 0 1,471,126

1,500,000 1,500,000
10,500,000 156,452 156,452 10,500,000

3.次期繰越収支差額の内訳は次の通り。
    (単位：円）

        科       目        前 期 末 残 高         当 期 末 残 高

   現金及び預金 293,863 378,200

   金銭信託 等 0 0

    合          計 293,863 378,200
  次期繰越収支差額 293,863 378,200

４．固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高は次の通り。
    (単位：円）

  科            目   取得価額 減価償却累計額 当期末残高

建               物 7,010,750 4,481,876 2,528,874

建 物 付 属 設 備 2,300,000 2,185,000 115,000
合               計 9,310,750 6,666,876 2,643,874

合          計

土        地

         建        物

   減価償却引当預金

定　期　預　金


